














　「夢見通りの人々」第九章（ 「波まくら」 ）と第十章（ 「洞窟の火」 ）は、それまでのシリーズの章を受けて、 〈夢見通り〉の世界の一応の終わりを描いている。　具体的に言えば、第九章は、春太の光子へのアプローチや光子が
竜一と別れて故郷の鳥取に帰ることや、竜一の刺青をめぐる春太たちの物語が展開する。　
第十章は、春太とワンさんの娘・美鈴、そしてカメラ店の森雅久
との出来事が中心となる。 （ は、第一章に登場した美鈴や森の描写 照応している。 ）最後に 第八章 暗示された、スナック「シャレード」の閉店の日を迎え、作品（シリーズ）は終了する。　
本稿では第九・十章で描かれた出来事を通じて、春太や竜一たち







































のではないかと思えるほどの勢いで戸があけられ」 、新郎の兄の竜一が入ってくる。悪口を聞かれたかとみんな 狼狽する。だが、竜一は悪口を聞いていなかったの 、おだやかにみんなに挨拶して春太の隣に座る。彼は「 つになく精気が乏しく、そのくせ妙にこぎれいな顔で、何か考え事にひたってい ように春太 は感じられた。 」 （
191）それは、竜一の恋愛の相手である光子の要望（―背中の









（かまぼこ店の二階）にこもり、侵入者に怯えているとは思えない。彼は他者の悲しみに心動かす優しい青年であり、平凡ではあっても夢見通りの住人たちは彼を頼りにして る。 （ただ 光子に半年遅れのプレゼントを渡すように、ずれている所はある。 ）　
また、彼が望む「自分の幸福と他者の幸福との共存」 （
200）は、
彼の考え―「理想共産主義」的な考え―に従えば難しいことで その方法は「夢にも知らない深い深い場所でみつける かな」 （
200）
いのかもしれない。しかしそんなに考えずとも、人間や社会 動いていく であって、彼が何 をしなければ何も始まらないのである。　
かつ、彼は「詩を捨てることが出来ない」 。彼にとって、詩を作






















































































































かる。かつ、春太の善意に涙する優しさも持っている。だが、春太や美鈴たちの男色への偏見は強い。若い美鈴は、 「ホモセクシュアルを、べつに異常とは思いませんけど 正常でもないけど」 （
218）





























































































いる感がある。 「夢見通りの人々」 冒頭部も夜の場面だったが、それと比べると、 「黒い輪郭」や「判別できない」影があるものの「光って、もつれて、揺れ動」く最終場面の方が明るさがある。　
以上のように、第九章・十章には春太たちの成長や生が、彼らの
悲しみや欲望を内包しつつ描かれて 。考えてみれば、 〈夢見通り〉とは、彼らの孤独を引き受ける場であり、狡さや弱さを持ちつつも、日々を精一杯に送っている人間たちの世界であろう。つまり、作者・宮本輝が影響を受けた「ワイズバーグ・オハイオ」 （アンダースン）に描かれた「グロテスク」さほどではな が 〈夢見通り〉の住民たちは、自分たち 与えられた性癖や宿命に押し流れつつも、懸命に生きている。そして、安藤始氏が言うよう 、彼らは「それぞれが利己主義のようでありながら、通り全体のバランスの中で生きて
」いるのである。 〈夢見通り〉から離れる春太や光





















10）ここには、安藤始氏が言うように、彼らが「この町では他者でしかなく、決して完全にここに溶けこむことができなかった」という面もあろうが、春太の場合には、森的なものへの恐れがあり、光子には竜一からの逃走、奈津には痣へのこだわ が強すぎて、 〈夢見通り〉からの離脱につな ったと考えられ 。
‌
　
引用は、安藤始『宿命と永遠―宮本輝の物語―』 （おうふう
　
2003 ・
10 ）による。
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